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1.ま え が き
A.C.Littleton(1886-1974)の 研 究活動 は1919年 か ら1970年 にいた る約50
年 間に お よんでい る。そ の うち本稿 では1919年 か ら33年 に いたる初期 の時代
を検討 の対 象 としてい る。1933年 とい うのはr会 計 発達史』(AccountingEvo・
1utionto1900)が 公刊 され た年であ り,歴 史研究 に一区切 りをつ けた と い う
意 味で重要 であ る。
初期 の時代 の15年 間は,Littletonの33歳 か ら47歳 にかけて の時期 である。
そ れは研究者 としての方 向づけ が決定 され る最 も重要 な時期 であ る。Litt正eton
の場合,学 究生 活に入 るのがやや遅 れてい る。そ れは高校卒業後 の2年 間電信
技 手 と して働 いた こ と,お よび イ リノイ大学卒業 後3年 間会計事務所 に勤 務 し
た ためで ある。
Buckner女 史の作成 したLittleton著 作 目録1)に は,初 期 に書かれ た もの と
して78編 あげ られ てい る。そ の なか には,r初 等会計学 』(1919年)お よびr会 計
原 稿 受 領 日1981年10月26日
1)K.T.C.Buckner,ノ1S'畷yo/L臨 魏oπ,sCo漉7あ%擁oπ,oSθZθo,θ4!176αso∫
醜 θTゐ θ07ッoア ノ4``o魏'σ π¢y,D.BA.Dissertation,1971,pp.228-249.
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発達史』 といった著書のほか,論 文,TheAccountingReviewのEditoria1,
書評などが含 まれ ている。 これ らの著作の うちか ら特徴 と思われる点 を 整 理
し,初 期のLittleton像 を描きたいというのが本稿の目的である。初期の著作
といってもその論述内容はさまざまである。 まず便宜上,3つ の分野に大別し
て考察を進めたいと考える。3つ の分野 とは,歴 史研究の分野,理 論研究の分
野,お よび会計教育の分野である2)。 これ ら相互の関係については最後に まと
めたいと考えている。
2.会 計 進 化 論
初期のLittletonに とって歴史研究ほど重要なものはない。 この時期に最 も
多 くの情熱を傾けたのが会計発達史の研究である。本節では,歴 史研究に興味
をもったきっかけ,研 究成果のうち主要な点,お よび結論としての会計進化の
意味について考察する。
歴史研究に対す るLittletonの 強い関心は,Hat丘eldの 影響に よるものだと
いえよう。そのことはLittleton自 身が 『会計発達史』の冒頭で述べている。
　 ロ 　 　 の 　 　 　
「本 書 の着想 と原型 を与 えて くれた 簿記 の歴 史的擁i護 の 著 者,HenryRand
Hat丘eldへ 」 と題す る献呈辞 はそ の ことを示 して お り,さ らに第1章 に同論文
を収 録 した こ とは いかに強 い影 響を受けたか を暗示 している。
Hat丘eldの 論文は1923年12月29日 に ア メ リカ大学会計教 師協会(American
AssociationQfUniversityInstructorsinAccQunting)の第8回 年次総 会で発
表 され た ものであ る。 この歴 史 に残 る演 説の模様 につ いて,Zeff教 授は ア メ リ
カ会計学会50年 史 の中でつ ぎのよ うに述べ てい る。
「Hat丘eldは 土 曜朝 の最初 の演説者 であ り,西 海岸 か らの著 名な先輩 の話 を
聞 くた め9時 半 には お よそ50名 が ニ ュー ・サ ウザ ン ・ホテルに集 って い た。
聴 衆は簿記 の最初 の起源 に関す る真摯 な学問的演説 を期 待 した。Hat丘eldの 厳
2)な お,Moyer教 授 の 編集 した 論 文 集 で は,会 計 史,会 計 理 論,専 門 職 業 お よび会 計
教 育 の4つ に 大 別 して い る 。A.C.Littleton,E3sの30撫4000π窺 σ%oツ,University
ofIlhnoisPress,1961,P.v..
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粛な態度 と20ペ ージにわたるタイプ文書はこの期待を裏切 らなかった3)。」
Ha面eldは とか く軽蔑 した目で見 られカミちな複式簿記について歴史的展望に
立 って3つ の観点から擁護 した。すなわち,第 一に家柄 と血統,第 二に他の学
問との関係,そ して第三に社会に与える役立ちである4)。 これ らのどの点をと
っても複式簿記は尊敬に値するものをもっていると論 じたわけである。
Hat丘eldに 啓発されたLittletonは,1925年 以降つ ぎつぎに研究成果を発表
した5)。 それ らの諸論文は主としてr会 計発達史』第一部を構成 している。第
一部は 「複式簿記の進化」を扱ったものであ り,そ の内容の うち重要 と思われ
る点をい くつか指摘 しておきたいと思 う。
まず第一に,上 記のHat丘eld論 文をさらに展開 した ものとして・「穣式簿記
の生成要因」(1927年)が あげ られるけれ ども,そ の書き出 し部分は つぎのよ
うになっている。
「大部分の読者がただちに理解す るように,本 稿で複式簿記の直接的祖先 と
しての生成要因を考慮す ることは不要であろ う。それは無比の精神を もつ会計
古典の中で3年 前にHat丘e正d教 授によってなされた。む しろ本稿は,そ の尊
厳 が当時さわめて巧みに証明された祖先の背後にある簿記の系図をたどろ うと
するものである6)。」
3年 前 といっているのは,Hat丘eld論 文の公表された年が1924年 だか らであ
る。Littletonの 主張す る複式簿記の生成要因とは,書 法,算 術,私 有財産,貨
幣,信 用,商 業および資本の7つ である。これ らの生成要因は,そ の後 『会計
発達史』において,2つ に整理分類されている。私有財産,資 本,商 業お よび
3)S.A.Zef[,丁 乃θ.4翅 〃 ゴoαπ ∠4σoo鰯'ゴ π8且 ∬oo2α 翻o%'1'sFゴ78'50rθα7ε,Ame-
ricanAccQunthgAssociation,1966,p,22
4)H.RHat丘eld,"AnHistor三calDefenseofBookkeeping,"丁 乃θ ∫oπ7π σZo∫
.4`oo吻'σ%σ ッ,Apri1,1924,p.24a
5)ま た,Hat丘eldとLittletonは,コ ロ ソ ビ ア 大 学 のMontgomeryコ レ ク シ ョ ン 目録
を 補 足 す る 目 的 で1850年 以 前 に 出 版 さ れ た 簿 記 テ キ ス トの 文 献 目録 作 成 と い う 仕 事
を 協 力 し て 行 な っ て い る 。H.R.Hat丘eldandA.GLittleton,"ACheck.Listof
EarlyBookkeepingTexts,"丁加 ∠4`60伽'初gR卯 ゴ6zσ,September,1932,pp,194-
206.
6)A.C.Littleton,``TheAntecedentsofDouble.Entry,　Tゐ θ!1`co麗 π麗πg、配ω げ6",
June,1927,p.140.
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.信用 の4つ は,資 料(Materia1)(簿 記で整理せ らるべきもの)と され,書 法,
貨幣および算術の3つ は,表 現手段(Language)(資 料を表現する手段)と され
ている7)。
これ らは複式簿記の生成に不可欠の要素であるけれども,こ れ らのすべてが
存在 した としても複式簿記が出現す るとはかぎらない。古代において,こ れ ら
の要素はなんらかの形で存在 したに もかかわ らず,複 式簿記は出現 し な か っ
た。資本を例にとれば,古 代 の資本は単なる富にす ぎず,生 産的資本 として用
いられなかったか らである。
第二に,複 式簿記の本質に関す るLittletonの 見解があげられよう。 よく複
式簿記の本質は二重性にあるといわれ るけれども,そ れは複式簿記の形式面 の
特徴であ り実質的な本質ではない,とLittletonは 主張する。
　 　
「完全簿記の形式は初期における記録手続から由来する二重性と均衡性に あ
　 　
るカミ,そ の実 質は投下 資本に生 じた損 益 の資本 主的計算に ある といわねば な ら
ぬ8)。」
複式簿記 の基本的規 準は,商 業 的資本主関係 にあ り,と くに 「名 目勘定」 あ
るいは 「経済勘 定」 と呼 ばれ る要素に あ る。「資 本主関係(Proprietorship)」 と
は,財 産 を所有す ることお よびそれを営利活動 に投資す る ことを意味す る。「経
済勘 定」は この所有 と投資 の明確 な成果 を測定 し説明す るために設定 され る9)。
この ようにLittletonは 複式簿記 の本質 を資本 ・利益計算 に求め てい るわ けで
あ る。
元帳勘 定な らびに仕 訳記入 の進 化に関す る考察が第三 の重要点 と してあげ ら
れ る。そ れは会計進化 の過程を探 究す る とい うr会 計発達史』 の 目的に最 もふ
さわ しい内容 とな ってい る。た とえぽ,仕 訳記 入の進化 の過程 はつ ぎの4段 階
に区別 され てい る10)。 .r
7)A.C.Littleton,/10σo観'勿8・E"01勿"oπ'01900,AmericanInstitutePub1圭shing
CG.,1933(reissuedin1966byRusseU&Russe11),p.13.片野一郎訳 『会計発達
史』同文館,昭 和27年,23-24ペ ージ。
8)乃 鼠,p。27.『 同訳書』45-46ペ ージ。
9)1わ げ6乙,P.27.
10)乃 鉱,p.12α 『同・訳書』188ペ ージ。A.CLittleton,"TheEvolut沁nofthe
JQurnalEntry,"Tゐ θ∠4cooπだπg、Rω`θω,December,1928,p.394.
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(1)取 引の詳細な叙述が直接に元帳の二つの勘定に記入された無仕訳時代
(2)元 帳記録の準備 として仕訳が高度のテクニカルな形式を もった時代(14
30-1550年)
(3)仕 訳が,多 かれ少かれ,1つ の完全思想を表現 した長い中間時代
(4)再 びテクニカルな形式をとるようになった現代一 すなわち,仕 訳の焦
点が勘定単位の正確な類別におかれている時代
無仕訳時代が存在することは,複 式簿記にとって仕訳記入が必ず しも必要で
なかった ことを物語 っている。Littletonは 仕訳記入を会計教育の初歩的段階
で教える必要がないと説いているけれ ども,そ の考えはこうした歴史研究の成
果に もとつ くものであるといえよう。
『会計発達史』の第二部は 「簿記か ら会計学への発展」過程を論 じた もの で
ある。その内容は,第 一部の ように既に発表 した論文をまとめた ものとは異な
り,『会計発達史』を完成させるために書かれたもののようである。 そ こでは
19世 紀会計に焦点カミあて られている。主な論点は,会 計理論,職 業監査および
原価会計 の3つ であb,こ れらが周囲のさまざまな影響を受けて発展 した様子
が詳細に論じられている。 こうした論述を通 してLittletonは 会計進化の意昧
を探究 したわけである。
会計の進化は15世 紀 と19世 紀に顕著であったと述べているけれ ども,会 計
進化 とは結局 どのように理解 したのであろうか。『会計発達史』の最終章 を 参
照 してみ よう。
「会計は相関的であ り進歩的である。 会計上問題 となる現象は常に 変化 して
いる。古い方法は状況が変化するにつれて効力を失な うようにな り,以 前の観
念は新しい問題に直面 して不適切 となる。このように周囲の状況が新鮮な観念
を生み出 し,新 しい方法を工夫する才能をもった人び とを刺激する。そ してそ
のような観念および方法が うまく行 くとなれば,そ れ らはさらにその周囲の状
況を修正しは じめる。その結果をわれわれは進歩と呼ぶ11)。」
周囲の状況ずなわ ち会計をとりまく環境 と会計上の観念お よび方法 との関係
11)1δ げ4.,p.361.
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は相互に影響 しあ う関係にある。そのことをUttletonは 相関性(relativity)と
呼んでいる。相互に影響 しあいなが ら会計は次第に進歩 して行 く。それが会計
の進化にほかならない。 したが ってLittletonは,環 境と無関係に会計が発展
するとは考えていないのである。
会計には2種 類の相関性がある。そのひとつは今 日的問題に対す る会計の相
関性,つ まり当面の解決に寄与す る会計の能力である。いまひとつは会計の起
源を説明するために会計の過去の発展をその歴史的状況と結びつけることであ
る12)。この2つ はそれぞれ現実的相関性および歴史的相関性 と呼んでもさしつ
かえないと思われる。『会計発達史』が追求 したのはもっぱ ら歴史的相関性,す
なわち過去における会計の観念お よび方法とそれを とりまく環境 との関係であ
る。
「歴史はまた未来への展望を産みだす ものであ り,そ して,未 来を展望す る
ことは権衡のとれたものの観方を助長するものである13)。」Littletonの 歴史研
究はまさに会計の未来を展望するための土台だったのである。 この土台の上に
築かれるのが,現 実的相関性 と呼び うるもの,す なわち会計理論にほかならな
い といえようo・
3.利 益 概 念
Littleton会 計理論の中心をなすのは利益概念である。本節では,利 益の源
泉お よび測定,取 得原価主義思考の起源,な らびに 自己資本の分類に関す る提
案を検討す ることにより,初 期の利益概念を把握 したいと考える。
利益の源泉は何に求め られるのであろうか。それは危険に対す る報酬なので
あろ うか。それ とも,社 会の変化や不確実性によって生 まれ るのであろうか。
Littletonに よれば,そ うではな く,利 益は経営者に よって創造 されるもゐだ
といわれている。それは偶然に発生す るものではな く,経 営者の努力の成果で
ある。利益をあげるために経営者はさまざまな働きかけをす る。その働きかけ
12)∫ ゐづ6江,pp361-362.
13)16砿,preface.『同 訳 書 』 序 丈,2ペ ー ジ 。
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の巧拙に よって利益が得 られることもあ り,損 失になることもある。 も っ と
も,働 きかける対象には,統 制できるものとそ うでないものとがある。統制で
きない要素があったに しても,そ れは利益の源泉を他に求めること存こはな らな
い。大部分の要素は経営者の統制下におかれてお り,か れに よって利益は創造
される,と 述べている14)。
会計上重要なのは,こ うした考えが測定面でどのように展開されるかとい う
ことである。Littletonは 取得原価主義による利益測定を主張する。 その論旨
はつぎのごとくである15)。
会計で問題 とすぺきは価格あるいは原価であ り,価 値ではない。 ここで価格
とい う場合,そ れは実際の取引によって生 じた値段をさしている。 した が っ'
て,表 示価格,入 札価格など取引の前段階で示され る値段は価格を決めるため
の試験的な試みであ り,価 格ではない。価格は確定 した事実であるのに対 し,
価値は主観的な見積 りにすぎない。買手は価格以上の価値をそのものに見い出
しているか もしれない。 しか しそれは心の中の問題である。
また,価 格 と原価 と利益の関係はつぎの ような式で示 される。
価格 一原価=利 益
この式の意味は,交 換により価格が決定され,そ れから原価が控除 されて利
益が生まれ る,と い うことである。したがって利益は,価 格 と原価 との差額 と
して派生的に出て くることになる。利益の測定には価格 と原価以外の要素が入
り込まないわけである。利益測定をこのように考えることは,経 営者に とって
そ うした記録だけが重要だ とい う意味ではない。それは会計の記録能力の限界
を示 したものである◎会計は価格あるいは原価 といった事実の範囲内に とどま
らなければな らない,と いうのがLittletonの 見解 である。
こうした考えはつ ぎの言葉に最 もよく表現されている。
「会計がこの事実 とい ういか りを解かれるとき,そ れは心理的な見積 りとい
14)A.GHttletQn,"WhatisPrQ丘t?,,,丁 乃θ五σσo瀦`π8Rω 吻,September,1928,
pp.278-288.
15)拙 稿 「リトルトンにおける価格の意味」r商学討究』第25巻1・2号,207-213ペ ージ
参照。
34 商 学 討 究 第32巻 第3号
う海に流れ出 し,そ れ らが企業経営者にとって重要であるとしても,そ うする
ことは会計の裏現能力を超 えることになる16)。」
Littletonが 利益の源泉および測定に関する上述のような 内容を公表 したの
は1928年 お よび29年 のことである。 しかし,取 得原価圭義の考えそのものに
ついては,そ れよりかな り前の1920年 代前半に見い出す ことができる。 取得
原価主義の考えはいつ頃か ら明確に意識され るようになったのであろうか。少
な くとも1923年 にはかな り強い信念 となっていたようである。 とい うのは,
同年に学会報告されたKester論 文,「 貸借対照表機能 との関連による評価原
則」に対す る論評の中で,つ ぎのように述べているからである。
「最近の価格水準の変動は,貸 借対照表における通常の価額がもはや 政策ま
たは行為の有効な指針 として役立たない時期にな っているとい う事実に注目さ
せた。 ドル価値の急激な変動は明 らかに貸借対照表に関して広範な疑問を生み
出 している。 しか し,そ のような疑問はすべて現在の状態に照 らしての,そ し
　 　
て必要ならば予想される将来の状態に照 らしての,純 粋に会計資料の解釈問題
であるように私には思われるし,こ れは私の考えの核心である17)。」
会計資料の作成 とその解釈 とは別問題であ り,価 格水準の変動を貸借対照表
に導入する必要はないとしている。 さらビ翌1924年 の学会発表では,価 格水
準の変動を脚注表示するよう主張している。
「た しかに会計人が価格水準を 考慮することは必要であ り,'そ れを まぬがれ
えない。 しか しかれの考慮は原価価額の代替 としてよりも,む しろ解釈的な脚
注においてよりよく表現され る,と い うのが私め見解である18)。」
なお,PrevitsとMerinoのrア メリカ会計史』では,取 得原価主義者 とし
16)A,C.Littleton,"ValueandPriceinAccounting,"丁加 ノ1`60㈱'ゼ πg、R召 麗 θω,
September,1929,p.150.
17)A.C.Littleton,"Discussion,"P妙〃sα%4P700召 θ4伽8・3.げ 魏8酬8i彪 漉.4π π紹Z
ル勧'勿gTheAmericanAssoGiat量0110fUniversityInstructorsinAccounting,
June,1924,pp.14-15.
18)A.C.Littleton,``TheRelationofAccountingtotheBusiness(lycle,,,P鞍θ73
α吻p700¢ θ4勿8t30ゾ'加 」V勿 漉 ∠4%π%σZル 勧'勿8TheAmericanAssociation
ofUIliversityInstructorsinAccounting,February,1925,p.108。
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てのLitdetonとSimpsonの 関係が指摘されている19)。1921年に出版 された
Simpsonのr会 計人のための経済学』20)は,経済学の立場か ら原価主義の意義を
強調 したものである。Littletonは,22年 にいちはや く同書の書評を書 く'とと
もに,28年 の論文で引用することに より,強 い関心を示 している。 おそ らく
同書はLittletonの 原価主義思考に強い影響を与えた ものと思われる。
利益概念と対照的な資本の問題に目を向けてみることに しよう。 この時期の
特徴 としてあげ られるのは,お そ らく自己資本の分類に関する提言ではないか
と思われる。それは1932年 の論文でなされている。
無額面株式制度の導入(1912年)な らびに資産の再評価実務は,剰 余金概念
の混乱を もたらした。それ まで剰余金 とい う用語は留保利益を意味す るのが普
通であった。無額面株式の発行が認められたことにより,資 本金以外の払込資
本部分が生 じた。 また,資 産の評価増により評価替剰余金も生 じることになっ
た。その結果,剰 余金には各種の内容が含 まれるごととな り不明確になった。
Littletonは こうした状況に対 して,剰 余金概念を明確にす るためつぎの よう
な資本の分類を提案 した21)。'
論簾醤{雛
この分類の特色は剰余金 とい う用語を使用 していない点にある。返還可能資
本というのは,法 定資本以外の払込資本部分をさしている。 これは当時の法律
規定がこの部分の株主への返還を認めていたことに対応するものである。さら
に同じ論文の中では,資 本という用語に代えて余裕分(margin)と いう用語を
使 うといった大胆な提案も試み られている。余裕分とい うのは聞きなれない用
語であるけれども,そ れはた とえぽ資本金を債権者余裕分 と名づけるといった
19)GJ.PrevitsandB.D.Merino,・41丑3'oη げ 五σoo%漉9」 η ノ1勉θ760α,John
Wiley&Sons,1979,p.224.
20)K.Simpson,Eσoπo漉c8∫oグ 漉 θ ∠4600%%彪 〃彦,D.AppletQnandCompany,1921
(reprintedin1978byAmoPress).
21)A.C.Littleton,`℃apitalandSurplμs,"丁苑θ ∠4coo観 痂gRθ 痂",December,
1932,p。291.
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ように使用 され る。株式会社の場合,株 主は有限責任であ り,損 失の発生か ら
債権者を保護す るためには資本金どい う余裕が必要である。そのことを端的に
示ぞ うとす る試みがこの用語法にほかな らない。
いずれの提案にしても,既 成概念を排除 し,新 しい会計用語を導入 して明確
に しようとする努力が うかがわれ る。このように資本の問題に対して無関心だ
ったわけではないけれども,や は りLittletonに とっては利益概念の方に重点
がおかれていた ようである。
4.コ ス ト ・ア プ ロー チ
会計教育あるいは簿記教育といってもはじめは個 々の取 引例や記帳原則を暗
記す ることが中心であった。それが次第になぜそ ヴな るのかを考えるようにな
った。とりわけ教育効果を高めたいとい う教師達の願いが理論を生み出すきっ
かけになった ようである。Littletonは 会計理論生成に影響を与えた要因とし
て,こ うした教師達の努力と株式会社 の出現 とをあげてい る22)。会計教育と会
計理論 とは密接な関係にあるわけである。
教育者の立場にあったせいか,Littletonは 会計教育の諸問題に関 してきわ
めて積極的な発言を行な っている。1920年 代 とい うのは,大 学内におけ る会計
教育の地位がまだ低かった時代である。 この時期にあって,Littletonは 教育
方法の改善をどのように考えていたのであろうか。
1922年 の学会発表において,Littletonは バラソスシー ト・アプローチの長
所を高 く評価するとともにその限界を論じた。・ミラソスシー ト・アプローチと
い うのは,従 来の方法 とはまった く逆の順序で簿記を教える方法である。古い
方法が取引記録か ら計算書の作成にいたる記帳順序にしたがった説明方法を と
るのに対 し,こ のバランスシー ト・アプローチでは,逆 に計算書の説明か ら始
めて取引記録にまでさかのぼる説明方法がとられる。それは通常つ ぎのような
順序で説明されるといわれている。事実を管理す る必要性一 貸借対照表一
企業取引によって必然的に生こじるその変化一一変化を記録す る上での勘定の役
22)A.CLittleton,4σσo%%≠ ㍑8・E"oJ%'げoπ'01900,p.366.『同 訳 書 』496ペ ー ジ 。
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立ち一 元帳一 名目勘定の説明一 棚卸および単純な締切一 取引分析の技
法一 取引分析の結果を記録す るための仕訳帳一 転記および試算表一 仕訳
帳分割の必要性23)。
このアプローチは簿記のや り方を教えるとい うよりも考え方を教えるものだ
といわれている。 また,そ れは部分か ら全体へではな く,全 体か ら部分へ とい
う順序で説明されるので理解 しやすいともいわれている。反面,こ の方法は全
般的に思惟的とな りやす く,性 急に高度な理論に進みがちになる欠点をもって
い る。
パランスシー ト・アプローチにおける教育上の欠陥として指摘されているこ
とに,販 売員の給料を損失すなわち所有主持分か らの控除として説明す る点カミ
あげ られている。販売員は有益なサービスを提供 しているのであ り,そ の給料
が損失として扱われることに人び とは抵抗を感 じている2の◎これは費用の概念
が明確に理解 されていないとい うことであろう。この欠陥を除去するためには,
交換 よりも転換に,商 業 よりも製造業に焦点をあて,価 値の移転を強調す るこ
とが必要である。その教育方法が コス ト・アプローチであ り,1931年 に提唱さ
れている。
コス ト・アプローチをさらに発展させたものが,1934年 の 「イソカム ・9アブ
巨一チ」 という小論である。そ こではは っきりとこのアブ戸一チが貸借対照表
よりも損益計算書か ら出発す るものであると述べ られている25)。
バ ランスシー ト・アプローチからコス ト・アプローチへ,さ らにはインカム
・アプローチへ といった会計教育方法の変化は何を物語 っているの で あ ろ う
か。これ らの変化のうちとくに重要な転換 と思われるのは,バ ランスシー ト・
アプローチか らコス ト・アプローチへの転換である。 コス ト・アプローチから
23)A.C.Littleton,"AnAppraisaloftheBalanceSheetApproach,,,P⑫θノsα 雇
P/ooθg4勿g80ゾ 漉 θS6循 π'ゐ ∠4物%α 」1晩6'伽&TheAmericanAssociationof
UniversityInstructorsinAccounting,April,1923,p.8α
24).A.C.Littleton,"ACqstApproachtoElement∂ryBookkeeping,"丁加!1`ooπ 鯵
'ゴ〃gR厩6ω,March,1931,p.34.
25)A.C.Littleto叫"TheAccountillgExchan琴e:TheIncolneApproach,,,丁勉
∠4000%π ガπg1～6麗 召勿,Dece皿ber,1934,p.343.・
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イ ンカム ・アプローチへの変化は,基 本的な考え方の変化 とい うよりも,同 一
アプローチ内部での精緻化 といった性格を もっている。 したが って,1931年 に
コス ト・アプローチが提唱されたことは重要な意味をもつわけである。
このコス ト・アプローチへの転換の背景には,静 態論的見方から動態論的見
方への移行があるように思われる。すでに指摘 したように,会 計教育と会計理
論 とは密接な関係をもっている。会計教育方法 としてのコス ト・アプローチお
よびイソカム ・アプローチ と動態論的見方 とは,深 いつなが りをもっていると
いえ よう26)。利益概念を中心 とす るLittleto皿 の会計理論は,損 益計算書を重
視する動態論 として展開される時期をむかえたわけである。
5..む す び
以上,歴 史,理 論および教育の各分野におけるLittletonの 特徴的な考え方
について述べてきた。 最後にそれらを年代順に要約 し,ま とめに したい と思
う。
学究生活に入 ったLittletonに とっての最初の関心事は教育問題であった。
1922年 には教育方法 としてのバランスシー ト・アプローチの意義を高 く評 価
している。また,取 得原価主義の考えについてはかな り早 くか ら強い信念 となっ
ていたようであ り,23,4年 頃にはすでに価格水準の変動を会計に導入すること
に対 して疑問を提起 している。同じ頃,Hat丘eldの 強い影響を受けたLittleton
は,ひ とつの転機をむかえていた。それは歴史研究の重要性を認識 した とい う
ことである。
歴史研究の成果は25年 以降つ ぎつぎに発表され,r会 計発達史』第一部が塗
第にできあが って行 く。28,9年 頃になると,利 益の源泉および測定に関するま
とまった考察が現われる。利益概念を会計理論の中心にすえ,るLittletonの 考
えは,こ の時期に形成されたものどいえよう。バランスシー ト・アプローチか
らコス ト・アプローチへの転換が31年 だとい うことは,20年 代の後半には損
26)な お青柳教授 も,「バランス ・シー ト・アプローチは静態論につ うじ,イ ソカム・アブ
μ一チは動態論につ うずる」と指摘 している。青柳文司稿 「リトル トソ会計学(そ の
一)」 『横浜市立大学論叢』第14巻1号,56ペ ージ。
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益計算書を中心 とした動態論的見方が芽生えていた ことになろ う。
初期の最 も重要な研究成果は33年 に公表された 『会計発達史』である。 な
かでも第二部の19世 紀会計を中心とした考察は,会 計進化の意昧を われわれ
に教えて くれ るとともに,Littleton自 身の会計に対す る見方に決定的な影響
を与えたよ うである。
初期 のLittleton会 計学説を理解するうえで,こ のように歴史と理論 と教育
とが相互に密接なつなが りをもっている点を忘れてはならないであろう。
〔本稿は第39回 日本会計研究学会全国大会で発表 した ものである。〕
